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第 I章調査に至る経緯

平成16年4月、長岡市農林部(以下 f市鎌林爺」という.)から長岡市教育委員会〈以下 f市教委Jという.)に、

富島町におけるほ場整備事業計画地内の埋蔵文化財の有無についての問合せがあった.計画地はf八丁沖J

と呼ばれる低湿地だった地域にあたり、針画地内に周知の遺跡は所在していなかったが、市内においても

沖積地における遺跡の確認例が繍えつつあり、分布調査を実施した.その結果、五百刈遺跡を含む7遺跡

を新たに発見した.市教養は、ほ場整備事業の主体者である新潟県長岡地域振興局縫林振興部(以下f司修業者」

というJ及び市農林部に調査結果を伝えた。協議の結果、平成17年の稲刈り後に7遺跡の確鋸調査を実施

することで合意した.

平成17年10月に実施した確認調査では、五百刈遺跡では土坑、柱穴などの遺構や、弥生時代後期とみら

れる土器、 9世紀の須恵器、土師器などが出土した{布教事長 2006).想定より多くの遺構・遺物が出土し、

遺跡が広範囲であるとみられ、翌年度に追加の確認調査を実施し{市教袋 2007)、また、遺跡範囲をさら

に絞り込むために平成20年度に追加確認調査を実施した{市教委 2009).

事業者は調査結果を受け、埋蔵文化財に影響を与える範囲を滅らすように設計内容の調整を行った.そ

の設計内容を基に市教委と事業者は協鎗を行い、五百刈遺跡については、用水路・排水路部分を本発掘調

査対象地とすることで合意した.ほ場整備事業は平成20年4月に正式採択され、事業に伴って4遺跡〈浅

田遺跡、五百刈遺跡、抜問遺跡、貧困遺跡〉において発掘調査が必要であり、各遺跡の発掘調査実施年度につ

いては、ほ場整備の進捗と随時調整することとなった.その結果、 1区を平成23年度、 2区--4区を平成

24年度に発掘調査を実施し、整理作業及び報告書の刊行を平成25年度に行うとととなった。

市教義は、平成23年11月8日付け長教博第254号で県教育饗員会教育長に対し文化財保護法第99条第1

項の規定による発掘調査の着手を報告し、 1区の本発掘調査を開始した.同様に、 2区・ 3区については

平成24益事7月13日付け長教博第114号で、 4区については平成24年10月30日付け長教博第252号で発掘調査

の着手を報告し、発掘調査を行った。

平成25年1月、平成26年度に予定していた盲目遺跡の発掘調査を平成25年度に行う必要が生じ、協議の

結果、五百刈遺跡の盤理作業及び報告書の刊行を先送りすることとなった.

第 1園遺踏の位置。/50.000)



第E章遺跡周辺の環境

1 遺跡の位置

五百刈遺跡は、新調県長岡市富島町に所在する悌2図1)• 

長岡市域のほぼ中央を信揖川が甫から北へと貰涜し、その両岸には仲積平野が広がる.右岸沖積地の東

側には東山丘陵が南北に延びる.東山丘陵から信横川へ沖積地を横切るように太田川、栖吉川などの中小

洞川が漏れ、山裾から沖積地にかけて谷口扇状地を形成している.沖積地は中小柄川などからの把濫水や

雪解け水などが湛水しやすく、かつては広大な湿地や漏が存在していた.遺跡が所在する富島町は、かつ

て『八丁神(八町調)J と呼ばれた低湿地の甫端に位置し、現在の富島集落は自然堤防上に営まれている。

五百刈遺跡は富島集落の北東方向約650mの水田中に所在しており、周辺の標高は16m前後である。

2 周辺の遺跡

信漕川右岸においては、東山E陸沿いの段E上や台地上、扇状地などに遺跡が多く分布する.近年は沖

積地における遺跡の確認例も増えてきているが、 E陸沿いに比ぺるとその分布は希薄である.

縄文時代には衷崎遺跡(第2図2)や堂ヶ峯遺跡 (3)など、正睦裾や段E上、扇状地に遺跡が分布する.

弥生時代では環譲集露である横山遺跡 (4)、墳正墓が確認された藤ヶ議遺民事 (5)など後期の遺跡が丘陵

裾に営まれ、沖積地においても五百刈遺跡が所在する.古墳時代になると、丘陵上に麻生田古墳群(的、

七ツ塚古墳群 (7)が造営され、神積地内に五斗困遺跡〈的、長表遺跡 (9)などの集落が営まれるが、

ぞれらの集落が古墳造営に関わる集団のものかは明らかではない.

古代にはE陵裾や低位段丘上、神積地内に集落が営まれる園岡野黛跡 (10)などの8世紀代の須恵器黛

跡が東山丘陵沿いに複数所在するが、奈良時代の集落遺跡は少ない.平安時代になると、大原C遺跡 (11)

など丘陵植の集落や、火糞面遺跡 (12)、盲回遺跡 (13)、抜間遺跡 (14)など沖積地内の集落が所在する.

宮島聞跡(15)は、宅地化により詳細は不明であるが、堀や土星を持つ戦国時代の館跡と推測される.

第2園周辺の遺跡 (1/75，∞ω
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第III章調査の方誌と経過

1 鵠査肢の殻定

確認調査の結巣を基1::、用水路 a 排水路が敷設される箆所を報堂対象地とした。 1区lま幡宮.5問、延長

100問、 2区は偏2.5問、延長230m(南北方向200眠、東西方向30m)で、 1区と 2区はつながっている。 3

区は嬬1.6血、延長120血、 4区は車種1.6血、延長純血である.調査グリッドについては、 1区、 3区、 4

1&は識膏区南織をそれぞれOmとし、また、 2広東西方向の調斎区については2区南北方向の調奈ほのセ

ンターラインから東に1.25mの地点を世田とする@それぞれの起点から1自由鶴阪に杭を打ち、その中をさ

らに 2m単位に区切り、 2区東西方向は商端から東端まで、ぞれ以外は南端から北端まで、グリッ戸を設

定した.各調査区において設定されたグリッドは、 1区 1 G~50G、 2 区南北方向 51G~150G、 2

区東南方向:201G~215G、 3 区 301 G-360G、4区:401G-45Gである。遺物の取上げ位霞、遺構

の位質を表す場合、とのグリッドを使用する@

2 認査の綬過

(1) 1区(平成23年度)

平成23年11月呂日、調査区の南端から重機により表土毒事jぎを開始した。調査区の東壁が既存の素掘り用

水路にかかってお号、東側捜面が崩落しやすい状態であった.また、言語査区内において、直径10cmの素鋭

意の日音渠管が、lO~llmf笥隔で、地山上面より下になる深在80c織付近1::東丙方向に横断するように敷設さ

れていた@降雨が多い季節であり、精巣管や滞留から渉出ずる水援が多く、調査期間中、排水や崩落した

壁面の片付け作業に時間を取られることが多かった。表土除去作業当初、表士内からも遺物包含層である

灰褐色粘土腐からも遺物が出土しないことから、青灰色粘土層付近まで重量機で慎重に擬り下げを行った，

17Gにおいて包含層車上から土器片が出土し、ぞれより北については表土のみを重機で掘削した@表土毒事j

ぎは思日に終了したo 10日から作業員が入り、層序確認用のサブトレンチを兼ねた排水用掬渠の掘削など

調査環境の議備を行った。 11日から漬物匂合層の掘削を淵始し、 21日から灘構検出、 29.3品目に遺構発掘

を行い、完掘状況の書留量密行った。 12Jl6RI己主主中写真撮影のための排水、清掃作業費行い、 8円1::ラジ

コンへりによるさ豊中写真撮影を行った@撮影後、 21G.35Gにおいて重機を用いて深掘りを行い、下層に

遺跡が所在しないことを確認し、 I区の調査を完了した.

(2) 2区・ 3区(平成24年度)

平成24年7月17日、 2区南北方向の誠査区の南端である51むから重機による表土親jぎを行った。 1区と

同様に、約1品m間帯議で暗渠管が敷設されていた。表土内からも須恵苦号、土師器、弥生土器が出土するため、

慎重に掘削を行った。 19日から作業員を入れて、層序観察用サブトレンチ兼排水用湖ま震の掘削を行い、 23

Rから遺物包含層の発掘を開始した。遺物包含層の発掘と平行して、 25円から 2区東両方向の調査区はつ

いて両端の201Gから表土剥ぎを行った。 201G-215Gは水田内に位援し、調査区の北側が砂利敷ぎの農

道である。調査区北部において幅60惜の直線状の蒋込みが東西方向に縦断するのを確認した。固く締まっ

た暗青灰色粘でが入り、ピンポールを刺してみたが、時渠管などに当たらなかった。過去のほ場整機の擦

に索揺りの用水路を埋めたものと見られる。 2昔日に 21i主上層の包含層発掘が終了し、遺構検出を繍始、 27

日から遺構発掘を遺構ド検出と平行して行った。31日にうジコンへワによ哲 2区上層の空中写真撮影を行い、

撮影終了後は遺構発掘を継続した。また、測震が終了した報査区の南端から下層の包含層発掘を開始した@
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自月 1段、 201G~215Gにおいて検出した本柱根を残す柱穴 3基について、新制り及び水柱根の取上げ

を行った。そのうち l義の木柱根のドから磯板が出土した。礎板は脆認であったことから、 f再辺を大きく

掘り下げて磯板の下に合板を差し込み、周囲の土とともに取り上げた。 8日からは2区下層の遺構検出を

開始した。検出が進むと、上層で検出した溝状遺構と同規模、かっ、平行する溝状遺構を複数確認したe

108から下}留の遺構発掘を開始したが、空手1.8から土‘日曜日、お盆休みが入り、 16日に作業を再鱒した.

17日に自然科学分析のための土壌採取を 2区で行い、 18自にラジコンヘリを用いて下腐の空中写真撮影を

行った。 20日、木柱根を残す柱穴の断苦手Utl作業や測量豊fiった。また、 7告G・101G・131Gにおいて深掘

りを行い、下層に遺跡が所在しないととを擁認して2区の調査を完了した。

3区については、 8月呂日から表土剥ぎを際始したa 表土剥ぎは北端から始め、百日からは層序観察と

排水のための開票喜掘削、包含層掘削を行ったe お重主体み明けからは2D互の夜中写真撮影の準備などのため

に3区の作業費一時休止し、 20円から作業を再開し、 21Rから遺構発掘を開始した。包含層発掘の際、弥

生時代の遺物がほとんど出土しないととから、 32車G. 358Gにおいては入力でも遺構がない301G-307G

においては議機を用いて深掘りを行った。その結果、 3区には弥生時代の層が存在する可能性は低いと見

られた。 25日にラジコンヘリによる空中写裏撮影を行い、 27日には木柱根を残す柱根の断欝jり、測量、木

柱の取上げを行った@また、 321Gの深掘りを行った， 28臼は311G・326G・329Gの深掘り、減量作業、

機材搬出の準備を行った@下層がないことを確認した状態の空中写真撮影を鈴自にうジコンヘリを照いて

行った。 31日に自然科学分若干のための土壌採取を行い、 3区における調査を完了した。

(3) 4区(平成24年度)

平成例年I草月初日、調査区の北端から重機を用いて表土駒jぎを行った。表土が浅く、作業は 18で終了

した。耕作によって包含層が削平されており、地111の育灰色粘土や遺構を確認できる僚所もあった。現場

事務所設霞などの準備作業の後、 11月7日かち作業員が入り、!欝序観察用トレンチ安兼ねる排水用関渠の

掘削を開始した。日日から包含層発掘と遺構検出を開始したがもその後は降雨によって作業休止となると

とが多くなった。 3区と同様に弥生時代の漬物がほとんど出土せず、層序観察の結果からも、弥生時代の

層がある可能性は低いと判断された。一方、検出される議構が多く、遺構の切り合いも多いことが明らか

となった。 1事円から遺構発掘聾善悪始し、 22R 1::ラジコンヘリによるさ豊中写真撮彰を行った。 28円、自然流

路勝とQられる遺構から「東人女j の謹書がある須恵器の郊蓋が出土した。遺構発掘は羽田におおむね終

了し、下層に遺跡がないことを確認するため111Gを深掘りした。 12月3日に高所作業車を用いて写真撮

影安行った。その後、木柱根安残す柱穴の断観りやIJlti量などの作業安行い、自臼に全ての作業安終了し、

4区の昔調査を完了した。

3 基本屠序

調査地の現状は水田守あり、畑が点在する@標高は15射事間前後である。基本層序は j-N層1::区分でき

るo j層:靖褐色粘土 (JIC隠耕作土)、 E層:婿灰色粘土、 E層:灰褐色~黄灰色粘土~シルト(遺物包含層〉、

N層:背灰色~灰褐色シルト{地山)である。 E層は、平安袴代及び弥生時代の遺物を含むlIIa層と、弥

生時代の漬物を含むmb痛とに分けられるが、その墳は明擦ではない。地IIJtは南の方がシルト質、砂賓

が強〈、北の方が粘土霊堂である。また、東の方より凶の方が砂分が多いという傾向がある。 2区の北端付

近において、 E鱈と盟層の間に腐植物を含む婿褐色~黒褐色土の堆積がある@
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第N章調査時成果

A 遺構

調査区全体において検出した遺構は、土坑 (SK)104基、毒事状遺構 (SD)71墓、ピット (p)秘義、その

他の遺構 (SX)16基であるe 多くは宝p‘安時代の遺構と考えちれ、弥生時代にE毒するものは少ないa 柱棋を

残す柱穴は士総などを含まないものが多いが、平安時代に属するものと見られる島

1阪と 2区とは隣接する調斎区であるが、 1ぽにおいては2区のよ層に当たる層、遺構は磯認できなかっ

た。 3[;1:及び4区においては弥生時代後期の層(1区、 2区田下層に組当する層}は確認できなかった。

1区・ 2夜下層の遺構{図版7-9)

土坑 (810間基、構状遺構 (SD)20墓、ピット (p) 5基、その他の遺構 (SlO 1基在検出した。遺物を

含まない遺構が多い。弥生時代後期に縛すると見られる遺構と、上層調査時に検出されずに下j替で検出さ

れているが平安待代の遺物を含む遺構がある。

(l)弥権時代の遺構

以前 18G-20Gに所在する。剥査時は滞状遺構と認識していたが、性格不明遺構としたe 東側部

分が調査区外へ続く@確認した規模は、長戦3.24m、短戦乱 68m、深さ8幅 14mである@底闘に毘1状やJトピッ

ト状の落込みが複数ある陸遺構内から弥生土器の高部掬部、管玉を出土し、また、遺構の上層や周辺から

弥生土器を出土した。

(2)弥生時代または平安待代の遺構

S匝03 21Gに所在する。長戦0.5m、緊馳O.14mの円形の十、坑である.断面は浅い盟i状で、深さ0.06

mである。 SK04祭壇jる。出土遺物なし。

SK04 24Gに所在。平面は不整形な楕円形で、断面は台形を呈する。長翰8事4m、短軸0.52血、深吉O.13 

mを測る。 SK03に切られる。出土遺物なし。

SK31 78G~7自 G に所在する益平面は長格舟形、断面は凪状である。西側部分が調査区外へ続く@

f主軸1.74m、短駐車1.88mを測る。深さO.12mo須恵様、土師器を出土する。 SD04に切られる。

部32 81G-82Gに所在。宝pー薗は誼径O.4mの円形、断醤は箱形。採さ0.24問。出土遺物なし。

S匝泌 総G-91G.こ所在する。平函は恵径O.36mの円形。深さは自.24mo断面は台形。土師器を出土。

SK4詰 105Gに所在。磯認した平爾は三角形であるが、西側が調夜区外1:::続昔、方形になるか。長翰1.21 

m、短輸O.8m、深さ札 18m"断面は階段状を呈する。須恵器、土締器を出土。 8D20を切る。

5K41 108Gに所在@平商は長軸G幅 42血、短軸O.34mの楕円形、断粛は緒形。深さ止2血@遺物なし。

SK47 136Gに所在a 平面は長軸0.30師、短軸G同 24聞の精円形.断面は箱形を援し、深さO.15m。土

師器または土器を出土する。

SD04 78Gに所在する。東西方向に霞繰状にgび、東側と西側が調査区外に続く α 確認した規模は

長さ0.72血、輔自.2m、深さ9掴自星組。出土遺物なし。 SK31を切る。

器開書 93Gに所在する。東西方向に複線状に延び、東側が親脊区外に続く。穣認した規模は長さ1.5豊

田、帳。.24m、深吉O.lmo断面は台形。 SD10、8DI1、 SD12と平行に並ぶ。土締掛または土擦を出土。

5D1告 書4Gに所在する。東西方向に延ぴ、両{測が識査区外に続く。長さ2.32m、橋立 28皿、深さO.12 

問。断面は台形。 SD09. SDIl・ SDl2と平行である。土師緩または土器を出土。 5五38が擁する。
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5D20 105Gに所在する。東西方向に夜線状に延び私東側が髄査区外に続き、西側が SK40に切られ

る。確認した規模は長さ2.00冊、稲0.24冊、深さ0.08冊。断商は弧状。土師器または土器を出土也

5D22 136Gに所設する。東西方向に延びる。長さ1.1時間、!隔日.24m、深さ号館関e東端に水絵綴があり、

木柱根が入る部分の深さは0.40問。木柱以外の出土漬物なし。

釦23 137Gに所在するo SD22とほぼ問軸;之、東西方向に延びる。長さ1.96師、騒乱 3加、深さ札 12m，

断面lま弧状。士喜事録または土器を出十ーするー

P06 7富G-80Gに所長Eする。亙I"iliiはま量輸0.52問、短勅0.4自由の楕円形。断面は革審?替、深さ0.24m，

覆土の堆積状況から柱穴と見られる。出土遺物なし。

2 2盟主上層の遺構〈図緩呈 -10)

土坑 (S託) 19~車、溝状遺構 (SD) 3墓、ピット (p) 3墓、その他の遺構 (SX) 1基署検出した。

$臣19 202Gに所在する@宝J1.i!れま置径0.4豊田の円形、断衝は台形で、深さ0.26問。土師器を出二七@

部22 202Gに所在.平面は長軸乱沼田、短軸0.6聞の橋円形を塁し、北側が調査区に外に続く。断

面は箱形。探吉自.2m。土締探または土器、緑色離灰岩の剥片を出土。

5K23 203Gに所在する。長戦O.38m、短職O.24mの楕円形の平面@断面は緒形a 深吉O.1m。土師

器または土器を出土する@

5DOl 71Gに所在。東西方向に直線状に延び、東側が調査!K外に続く。長さ2.16m、糖0.22田、深さ日 04

~乱。車問。断面は弧状を呈す@出土建物なしe

5X02 70-71 Gに所在する@やや不繋形な方形の'1'ー薗形を主主す@東側が調査区外に続く o 1主軸2.48如、

短軸1.純血、深さ0.28mを測る.炭化物を多く含む覆tがほぼ金函に広がる.焼士や柱穴となる落込みは

穣認できなかった，須恵掛・土締擦を出土q

P思1 202-23Gに所在する。検出時は直径O.6mの円形の遺構を恥むに、商担IJと北側に円形の遺構

が切わ合うような形で確認したが、 1基の柱穴であった@検出時から木柱根を確認した。深さ0.48mを測

り、残存する木校根は北側に約400 緩いている。オt柱の下に直径世.32田の磯肢を設置する。

F位 204Gに所在ずる@長戦札 5問、短粕乱 44mの円形の遺構から木柱根が出ている状態で検出e

本柱桜はPOIと関様喝北側に約40'傾いている。事裂さ自.5m.，

P自3 205Gに所夜する， TI室経O.自mの円形の遺構から木桟根が出ている状態で検出した。 POl・p

自2と同様に、残る木柱根は北担uに約40'傾いているe 深苫0.52血。 上部緩または上掃を崩1:。

3 3区の遺構{図版10-11)

土坑 (SK)12義、溝状濠構 (SD)曽義、ピット (p) 曽義、その他の遺構 (SX)4碁を検出した。

SK51 347G-348G 1::所在する。確認した平習は不整形な三角形であるが遺構の丙側が額重量区外に

続いており、方形になるものであろうか@義輸1.72田、短車富札 85即、深さ0.32臨を測る。断簡は階段状で

ある。須恵器、土締器を出土.土師器には赤彩されたもの含む.

5K53 348 G -349 G に所在する。議事軽自 36mの円形と長軸0.52四、銀輸O.42mの楕円形とが接する

ようなダルマ型の平扇形である。全体の長軸はO.82mを測るe 土師器を出土。

5K54 340G-341GIこ所在するe 平爾は不整形で、東側が調査区外に続童、規模は長さ1.92皿、幅

1.04mを測るa 断面は一部階段状を援し、深さは調査区内で0.4部、調査区東議題で0.56闘を測る。士郎器、
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須恵器、焼土境、磁石、被熱石を出土する。 P14と接する。

5D27 352Gに所在。東西方向に直線状に伸びる。長さ1.32m.幅自 3喜朗、深さ0.2富田を調jる。断頭

は緒形である。土締器、木位を出土した。

君臨31 339G ，;:所在する。京湾方向に直線に伸び、東iIlUが調査区外に続く。長吉自.88問、精在日5問、

深さO.lm"断簡は浅い箱形を呈する。土師器、書奇麗器を出二七

P14 311Gに所在e 平面は直径O.11mの筒形、断面は台形である。木柱根を残す。 SK51と接する.

P13 347Gに所在する。平扇形は不整形で、 1基として認識して発掘を行ったが、調衰の結来、長

戦O.64m、短輸0.4の楕円形の落込みと、商品nが識査区外に続く方形になると見られる務込みとからなる。

長軸L告4m‘鐙軸O.7却、深さ由 38m"土師器‘須慈善号、木柱を出土した@内商黒色処理の土獅器片を含む@

SD29に切られる。

P1告 35IG~352G ，::所在する。 i直径札 76mの円形の平面で、断薗は一部踏段状、深さ 0.44問。掘

り方より深く木柱根が入る。

5X06 図示していない"321G-322Gに所在する.東西方向に伸び、両側が調変区外に続く。自然

流路跡と見ちれる。

4 4書室の遺構(図版11-13)

土坑 (SK)45義、語専状議構 (SD)39義、ピット (P)11議、その他の遺構 (SX)10議e 遺構が密集するが、

現代の耕作や工事などに伴うものが含まれる可能性がある。その他の遺構には、京両方向に走る自然減賂

跡と見られるものを含むe

S匝62 437Gに所在する。平面は不整形な方形で、東側が調査区外に続く。長職1.08m、短軸O.84m

安調liる。断爾は風状を塁し、深吉O.08mo須恵様、土師搭喪出土。 SD35、SD3草者切る。

部11 433G~434G 1::所在する。西側を悶44に切られるが、直径O.5mの円形の平面になると見られ

る。断面は台形で、深さ立 36m"出土遺物なし。 SD45を切る金

SK72 432Gに所在する。長職0.2問、短軸0.16mの格舟形の平面である6 断面は弧状6 深さ0.0喜朗

を調liる。 P2告に接する。出土遺物なし。

部14 429Gに所在"SX自由・ SXIOの凝土上j扇に所在した土坑。平衝は不整形な三角形。長軸札防相、

短軸0.56血、深さ0.08m"須恵器、土師器を出土。

統的 409Gに所在する。平lIiiはやや不整形な円形を塁し、断面は台形事長職自 78問、嫁軸乱 72m、

深さO.16mを誼liる。土師器を出土。

5K95 105Gに所在。遺構の東側が調査区外に続くが、平面は不整形な楕円形になると見られる。長

戦O.98m短車産0.4車問、深さ札 12問。出土漬物なしe

SK鉛 406G 1::所在するe 平面は楕円形になると見られるが、両側が調査区外へ続く。長紬札富市問、

短軸O.2m"断簡は一部階段状となる箱形で、深さ日 14m"議長草器を出土する翁

S匝号車 40自Gに所在する。遺構の西側が調査区に続く。全体は楕円形となるものか。穣認した規模は

長軸0.46旬、無車車自 38mo断蕗はJ:苦揺は弧状、下部は箱形である。深吉O.12mo士喜料品を出土。

$削侭 430Gに所在する。 西側が語講査区外に続くが、円形の平面になると見られる@長翰または直

径0.4皿、短車曲0.42由。断爾は箱形だが、 ド部がわずかに広がる。深さ弘行ιSX09を切る。須恵器、土師

器を出土する。
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5D35 438Gに所在する。東西方向に伸び、 plu担uが語調査主主外に続く。幅1.64盟、長苫L96mを測る。

断両は弧状e 深さ止自8mであるが、北側が一部深くなり、深さO.lmo須藤器、土師器が出土oSK63を切り、

SKHZに切られる。

君臨44 433G~434G に所在する。南北方向に i車線状 1::伸びる。南側壷 SD4語、北部jを SD43が切るe

SK71を切る。橋0.2間電長吉1.28mo出土遺物なしe

5045 433Gに所在する。東西方向に神ぴる。東側を SK71が切る.幅0.24皿、長さ止処血、深さO.04m.

出土遺物なし。

5D64 407Gに所在@東西方向に置線状に{申ぴ、対{測が再構査区外に続く。幅0.3由血、長さ1.7自由を測る。

断商は緒形e 須藤器官土締器を出土する@銭的を切る。

P 20 432Gに所在するa 平面は隣丸の三角形で、長さ・!隔はO.72mを測るe 断面は一部階段状.深

さ乱 24加。須嵐様、土締認を出土する。

P2器 419Gに所在する翁宝l'箇は不整形@長職立 64m、短軸0.16問。木柱が残存するe

鋭的 428G-430Gに所在する。平面は不整形島 SK74、SK103、SXlOl::切られ、西側及び東側が調査

区外に続〈。長軸4.62血、短軸1.70m、深在日.16m.須恵様、土師探を出土。

5Xl0 428G-430G花所在する@検出した平面は半円形で、西側が語調査区外に続く@長戦または直

径2.28m、短軸1.自4mo 1基として認識して発掘したが、断面を見ると複数の土坑が切り合うものと見ら

れるe 深さ0.34由。須蕊器、土師器を出土する。

自然流路動 図示していない。奴12，SXI3、SXI5、SXI告はいずれも東丙両側が調査区外に伸びふ覆

土の状況などから、緩やかな流れの自然流路や、自然の落込みに泥などが堆積したものの可能性が高い。

隠遺物

出土遺物の多くは須恵器・土締器であり、全ての謝査ほから出土している。弥生時代後期の土器、療製

石斧、管玉などが 1区田 2区から出土している。 3区・ 4区においても、胎土や調整方法などから弥生土

器の可能性がある土器片が出土するが、土銅器と土器との区別がつかないものが多い。弥生土器、須蕊器・

土銅器の出土嚢は、コンテナ音声めで 1区から 3籍、 2区から 7箱、 3区から事箱、 4区から1自籍出土したe

そのほかに、砥石などの石製品、木柱根、木製品、幕末期の弾丸や、鱗の羽口と見られる焼粘土粒、被熱

礎、種突などが出土している.

1 弥生土器{図版14)

弥生時代後期に属すると見られる襲、登、鉾、高路、器台が出土した。 1-6は費である。 1は有段口

縁を持つ壊である。頼書官に列点文が施される。 2も有段1I縁の褒で、f1縁部外面に擬凹線文が擁される@

肩部に沸U~議文が施吉れる" 3は口縁端部をつまみ、受け口状の口縁となる音量である。 4は口縁端部をつま

み、端部に闘を作る費であるa 焼き歪みがやや大きい。 5は胸部がやや長い印象を持つ雪量である。口畿端

昔前立丸く収まる.焼き蚕みが大きいo 6は口縁部片である。 7・8は薮で、 7は内外面を丁事にヘラミガ

キする。自は口縁から頚部の破片で、緩やかに広がる筒状の頚惑から口縁部が外反し、ロ縁端部をつまみ

上げる。曹は雪量または壷の底部であり、平底であるo10-12は鉢である。 10は口縁端部をつまんで外反在

せる。 11は有段口縁を持ち、内爾にミガキを施すo12は底部に焼成前の穿孔があるo13は円筒状の胸部を

持ち、坪部が大吉く外反する高郊である。脚部下方に円形の透かし穴があるo14-15は縫合の脚部であり、
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草田j突文、対形の透かし穴が絡されるo14の外商はミガキののち、赤彩されるo15は外面にミガキが施され

る。 16は高部脚部であろう。

2 須恵器・土師器

(1) 1区・ 2区出土{図版15)

5K45 須恵織の有台旅(17)を出土した居亦身がやや深く、高台内を転用磁とするーなお、 SK15を2

ほの下層検出と認識したが、須恵擦が出土しており、 jと腐f::含められるべ曹である。

SX02 土師器の長幾 (23)を出土。[くj の字に外反する口縁部を持つ

遺構外出土 18は須藤器の有台杯で、高台内に「中J の墨蓄がある。 19~却は須藤器無台郊である@

1告は底部から坪部への立ち上が与がやや丸みを帯びる。 20は杯競が直線的に調く。成面に「七Jの漆番が

ある。 22は須恵器の横瓶の口縁部<3ある。 21は土師器の杯または椀<3ある。

(2) 3区出土{図版15-15)

部51 土師器の鉢 (24)、長蜜 (25)を出土した。 w立内外商とも、ヘラミガキと赤彩が施されるo 25 

は主義蔵に伸びる胴部から口縁部が外側H::聞く。

SX04 26は須恵器の杯蓋で、偏平な宝珠形のつまみを持つe 内面に rXJ の主義蓄がある。 27は遊ま

たは瓶の底部であるo 28~30は無台郊で、 30は内蔵に rXJ の漆蓄を持つ。 31は土師器の録台郊で、内外

面ともに赤彩される。 32は11縁部が「くj の字に開く費、 33は鉢であろうか。

SX05 須車著書の邦議 (34)、有台杯 (35・3的、無台杯 (37・38)、土師畿の小嚢{湖、雪量 (40)が出土したe

34は偏平な円形のつまみを持つo 35は旅身の下部がやや涼く、上部がやや外反する。 3告は部身がやや深い。

3自は腕部破片であ号、内外面ともにハケ呂があるo 10は口縁部片である。

遺構外出土 須慈掃では坪蓋 (41)、有台部 (42-44)、無台綜 (45‘45)、jニ締擦では小号車 (4η が出土

した。 41のつまみは円形で中が回み、中央部が盛り上がる。内面を転用磁として用いる。 42は荷台内ピ漆

蓄が、 43は高台内に墨番があるが、いずれも判読は樹難である。 44は内闘の全両に漆と見られる付着物が

ある也漆パレットであろうか。

(3) 4区出土{図版1昔-17)

獄事1 48-50は須恵器の有台杯、日は須恵畿の主義台杯、訟は土師畿の杯、 53・54は土締器小繋である。

18は郎身がやや厚く、底部からよ宇都への外面に離を有する。 4自・ 50も郎身がやや厚い。 52は内外面ともに

赤彩吉れるo 53は小雪量の口縁から腕部にかけての破片である。ロ縁端部に爾を作る。 54は小雪量の体部から

底部の破片である。

5Kl03 須恵器の穫の体部J十(56)と土締器の鏑 (55)が出土したα5創立外商に平行タタキ討とカキ閥、

内面に[il]心円当て主主療を残す。 55は体部及びf1縁部の関吉はややなだらかである。

P2邑 須恵器の部 (58)と土蹄援の雪量 (57・5昔}が出土した。 571立日縁部片である。五容は曹の体部片で、

外面l立平行タタキ自、内箇は間心円当て兵践を残す@

5D42 土師器の小寝仰のが出土した.口縁部が「くJの字状に外反する。

5D43 6Hま士車種探の杯と見られる。底部は回転糸切り無調整である事

SD4噂 倒は須恵著告のき義敏片である。外面は平行タタキ目が残り、内面はナデ、ハケを施す。

5D62 告別ま須恵器のき霊底部であろう。

5X15 須蕊器では邦議{自4・65)、有台坪{締~閥、無台部 (69-71)、雪量 (72)、横瓶 (73)、査または瓶 (74)が、
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土師器では邦 (75)、IJ'雪量 (76・77)が出土した。 64は宝珠形のつまみを持ち、ロ縁部が下方に折れる。時5

は円形で中が阻む?撃のつまみを持つ。内繭に f東人女Jの墨書があるω 自創立高台の内{測に擾痕が残り、転

用碗として用いられたことが分かる。 67は全体的に厚手の作りであるe 自Eはi底部がやや厚い。 691立坪身が

直線的に関く。 70・80は坪身の上部がやや外反する。 71の底部には rXJの議事審がある。 72は雪量日縁部で

ある。 73は模瓶のロ縁部で、口縁部内側に籾痕がある.74は豪または瓶の体部から底部と見られる。 75は

内外函赤彩される。

事訓告 7創立須恵禄の部蓋で、偏平な宝珠形のつまみを持ち、外商のロクロ日が深い。外商に rLJ

の字のような墨書がある。

遺構外出土 須恵器の饗 (80)、有台杯招1)、無台坪 (82)、土師器の稜(語的、部 (84)が出土した@

80はn縁部片で、f1縁端部外側を横ナデし、端部が上方に突き出る。 81は高台の肉艇を転用硯とする。 81

は底部内習に「玉Jの機審がある。 83は雪量または小懇の底部で、底薗は回転糸切り無調整である。 84は内

外箇ともに赤彩される。

3 石製品・金属製品(図版18)

縫製石斧 (85) 1点が出土した。J:l部平面は直刃、断面は尚刃である。石材は班れい岩か。

管玉 (86)はSXOIかちの出土である。二方向から穿孔する。縦方向に半分を欠損するが、表闘は丁寧に

磨かれている。緑色凝灰岩製鋼 87は緑色凝灰岩の恭j片である。

88は智~紋岩重量の砥石で、平安時代以降のものと見られる. 8事は磁の破片であり、中核以降のものであるe

石材は頁岩であるo 90はゲベール銃の弾丸と見られる。富島町周辺では、幕末期の北越戊辰戦争の際に戦

闘が行われており、その持のものであろう。

4 木製品(図版印-19)

1区を除く調査区で出土している。 2区からは木柱根畠本、礎板 1枚、その他の木製品{加工痕が明瞭

でないも母を含むJがコンテナ議めで2籍、 3区から木住根吉本、その他の木製品がコンテナ読めで l箱、

4区から木柱根3本、その他の木製品がコンテナ詰め"'6籍出土している@

91は下車主である。事E屈の板を用い、台と 2本の歯をI'lUり出す翁台には円形の穿孔が3館所ある。

92は皿で、P-J函は平らな底函から縁に向かつてなだちかに上が号、外函では底函からの立ち上がりに稜

がある。自3・94は崩物底援で、ぃγれも議符18cm前後である。自5は断E富市雪円形となる棒状木製品で、折損

する。鮒は額面が八角形で、先端が尖らせである。号7は細長い板状の木製品で、先端がヘラ状に加工され

ているo 98は円形の重量または底部か。

鈎~IOIは用途不明の木製品である6 仰は「コ i の字形であるが折織品である。 100は包丁のような形で

あるが上部先端に円形の穿孔があり、下部は厚みがある。完形品である。 101は長方形の板材を用い、主主

辺の片側に挟りが入る@

102は長楕円形に加工された板材の 部と見られる。 103は長方形の板材である。

柱根(104-111)は、底商となる先端部が尖るように加工されるもの(104-107)、平らに加工されるもの(108

-]10)、中心付近が平らな突状となるように加工吉れたもの(111)がある。尖らせる箇所が栓材の中心付

近のものと、中心かち外れているものとがある。 112はほぞ穴と見られる加工があるととから、重量築部材

であろう。 113は氷柱または杭、 114は杭であるa
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第V章 自然科学分析

五百刈遺跡の主体を成すと考えられる平安時代及びその前後の古環境(堆積環境、古植生)の検討を目的

として、珪藻分析・花粉分析を、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼して実施した。

1 試料

五百刈遺跡の基本層序は、 I-m層及び地山(以下、 W層)に分けられており、 I層が耕作土(表土)、 E

層が I層とE層とそれぞれ不整合に堆積する腐植質な堆積物、 E層が平安時代の遺物包含層、 IV層が上面

を遺構確認面とする堆積物に相当する.基本層序の概念は2区及び3区ともに同様であるが、 E層とIV層

は3区において総じて砂分が多く混じるという傾向にある。以下に、試料の採取地点の概要を記す.また、

各地点の模式柱状図および試料の採取位置を第4図に示す。

(1) 1地点 (2区南端東壁、 51G杭付近)

l地点は、地表面から深度約QOcmを測る.下位より、みかけ塊状をなす灰~青灰泥と級化構造と考えら

れる灰色泥質砂~泥(以上、lV層)、下部に極細粒砂の偽礁が混じる、みかけ塊状をなす灰色泥 (m層)、(暗)

灰色泥 (II齢、擾乱が著しい黒灰~暗灰色土(1属)が累重する。

(2) 2地点 (2区東壁、 71G付近)

2地点は、平安時代の遺物が出土する平面が不整形を呈する遺構 (SX01)が検出された地点である。 2地

点は、地表面から深度約38cmを測る。乙のうち、表土から深度約20cmまでが I-n層、深度20-38cmが

土坑覆土に相当する。土坑覆土は、堆積物の色調や混入物などの特徴から上・下部の 2層に分けられ、上

部が角醸~亜角磯状をなす炭化材が層状、あるいはプロック状に混じる黒灰~暗灰色泥、下部が士坑底面

のW層を母材とすると考えられる偽礁が混じる暗灰色泥からなる。

(3) 3地点 (2区北端西壁、

151G杭付近)

3地点は、地表面から深度約

80cmを測る.下位より、みか

け塊状をなす育灰色泥(lV層)、

中~下部に炭化材が混じる灰色

泥 (m層)、(暗)灰褐~褐灰色

泥 (II層)、側方に連続する灰白

色泥の偽離が混じる(暗)灰褐

~褐灰色泥、黒~黒灰色泥、灰

色泥(以上、 I層〉が累重する.

(4) 4地点 (3区西壁、 351G

杭付近)

4地点は、 3区のほぽ中央付

近に設定されたテストピット

に相当し、地表面から深度約

140cmを測る.下位より、みか

l地点(61嚇付iID Z地点(71G杭付的 3地点(151G杭付也 4地点(担lG杭付近)

第4圏各地点の模式柱状園及び試料採取位置

n
A
 



け塊状をなす(背)灰色灘、褐以~民色泥質砂(極細粒砂)、)jI(褐色泥質砂、縄民--J:J<褐色泥質砂{磁車臣粒砂)(以

上、lV庸}、灰~褐灰泥沼周〉、灰色泥(1I層〉、表土(l屑}が累重するe

分折試料は、計4筒所の地点から採取された土壊23点がある。このうち、本分析では、上記した分析臼

的などを考慮し、遺物包含j扇(盟層)、遺構確認面相当(lV層上部)在含むW層及び土坑覆土より土壌12点在

選択し、それぞれ珪藻分析、花粉分析を実施した。

2 分析方法

(1)珪諜分析

重量童約5gをビーカーに計り取り、過酸化水素水と塩酸を加えて試料の泥化と有機物の分解・漂白を行

う。次に、分散剤を加えた後、蒸留水を満たし放置するe その後、上澄み液中に浮遊した粘土分を除去し、

珪藻殻の議絡を行う。この操作費 4~5 厨緑明返した後、自然沈降誌による砂質分の除去を行い、検鏡し

おい濃度に希釈し、カパーガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥した試料上に封入織のプリュウラックス

を縞下し、スライ Fガラスに貼号付げ永久ブレパラ トを作製する。

検鏡は、被援600信または1000倍で行い、メカニカルステ ジを用い任意に出現する法務化石が200個体

以上になるまで同定・計数する。なお、原則として、主主諜殻が半分以上徹損したものについては、誤同定

を避けるため問主主置計数は行わない。秘話網体が検出できた後は、示準種等の重要な種類の見落としがない

ように、念体を精査し、含まれる種群すべてが犯爆できるように努めるe 議藻の同窓と種の生態性につい

ては、荘ustedt(1昔30-1腕前、 Kra鵬 er晶 Lange-詰erta10t(l鰯5-1自昔日、 Desikachiary(1987)などを参考に

する。

(2)花粉分析

試料約10gについて、水酸化カワウムによる泥化、鱗別、君主液(臭必亜鉛，比重2.3)による有機物の分離、フッ

化水言語裁による鉱物質の除去、アセトリシス{無水詐酸9:濃硫酸 1出混合船処理による植物遺体中のセル

ロースの分解を行い、物理圃化学的処理を施して花粉を濃集する@残撞をグリセリンで封入してプレパヲー

トを作成し、 4ω倍の光学顕鍛錬下でプレパラート会福を走査し、出現する会ての種類についてい~:<E .計数

する。同定は、パリノ。サーヴェイ株式会社保有の現金標本や島倉(1973)、中村(1980.)などを参考にするe

また、今回の調査では栽培種のイネ腐の皇室状についても着目した@イネj認については、検出されるイネ科

花粉の表面微細構造、発芳孔のHI'l厚状況、殺径などを考慮し、中村(1肝心を参考にしてイネ腐と他のイネ

科に分類する。

3 結巣

(1)珪若草分析

結果を第1求、第5図1::示す。以下1::、各地点の産状を述べる。

1) 1地点

試料番号2闘 4・5は珪藻化石の露出が少なく、 1001個体に満たない。 Thal，師 sinosiraspp.などの海水生種、

AulacQseira i胞lica、Gomphoneisrhombicaなどの淡水械に牛育する淡水牛種などが、わずかに搾出する。

試料番号7は、水生主主識が全体の約80%を占め緩占する。また、陸上のコケや土壌表面など多少の湿り

気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪事車、務水生種がそれぞれ約10%産出する。主要種は、流水付

着性の Gon苧加問お rlwmbi却が約15%産出し、!司じ生態牲の Rhoicos片隅iaabb隅師担、 Cymbella血噌idula
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主要珪薫化石群集の眉位分布第5園

var. nipponica、Fragilariavaucheriae、Cymbellatu棺1・dula、流水不定性で付着性の Ulnariaulna、Enのlonema

silesiacumなどを伴う。多産種の Gomphoneisrhombicaは、河川|上涜部の峡谷部に集中して出現するとと

から上涜部の環境を指標する可能性の大きい上涜性河川指標種、それ以外の種は河川中~下流部や前川

沿いの河岸段丘、 扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現する乙とからそのような環境を指標

する中~下擁性河川指標種群とされるものが多い。陸生珪藻は、耐乾性の高い陸生珪藻A群のHan卸 chia

また、低率ながら第三紀絶滅種のamphio.刷、未区分陸生珪藻のPinnulariaschroederiiなどが産出する.

Actirwcyclus ingl閥、 Denticu/，甲山vu/ga.巾などが出現する。

2) 2地点

試料番号2からは38個の珪藻化石が認められ、そのうち 8個体が海水生種、 30個体が淡水生種である.

海水生種はActin仰 dω ing宮町、0・wnmat，中，horamarinaなど、淡水生種は流水生種の Ca/on抑 bacil/um、流

水不定性種の Gomphonemaparvul;師、陸生珪藻A群のHan卸 chiaamphioxysなどで構成されている。

3地点3) 

試料番号3・4・5のいずれも、珪藻化石は100個体に満たない.海水生種と淡水生種からなり、海水生

種では Coscirwdis，ωsppなど、淡水生種は流水不定性種のAmphorac，明 ，1ata、白mphonemaparvulum、陸

生珪藻A群のHanlzschiaamphi，句ぼなどで構成されている。

4) 4地点

試料番号 1・2は、珪藻化石の産出が少なく、 100個体に満たない.Actin仰 'C/usingl側、 Coscinodiscω

sppなどの海水生種、 Gomphoneお幼ombicaなどの疏水生種、 Luticolaminorなどの疏水不定性種、 Han卸 chia

amphio.砂 sなどの陸生珪藻で構成される。

これに次いで海水生種が約20%、陸生珪藻が約試料番号5は、水生珪藻が全体の約80%を占め優占し、

10%産出する。淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、 pH不定性種と好+真アルカリ性種、好+真流

水性種と流水不定性種が優占あるいは多産する。主要種は、上硫性河川指標種の Gomphoneisrhombicaが

中~下流性河川指標種のRhoic田phenia

abbrev.刷、匂!11Ibellatu事dula、疏水不定性で付着性の助制aulna、Gomphone脚 parvulumなどが認められる.

F

、υ

nipponica、約10%産出し、疏水付着性ののmbel1a似弓idulavar. 



海水生種は、浮遊性の Thal，田 sion醐 anii蜘 chioides，Thall耐 'sionemani剖 'chioid;田 var. pa押 aなどが産出する。

また、低率ながら第三紀絶滅種の Actinocyc/'出掛~ge，師、 Denticu/，中脚瑚/garis などが出現する。

試料番号7は、水生議藻が全体の約85%を占め優占し、藤生王最善棄が約15%産出する。主要穣は前試料に

近似し、流水付着牲のの'mbelお 翻rgidulavar. nippon配官、上流性初)If指標懸の Go.間.plw開isrho隅 bicaがそ

れぞれ約10%重量出し、中~下流性担iJJII指標種の Fragill酬 ia糊 tcheriae.、H醐 na醐 arcusvar. 附師、 Re錦町'ia

sm開制、上流拡河)11指標績のH醐 naeaa陀制 var. Iw蜘 Fぜ制仏流水不定性で付着憾の En正予'Onemasilesia聞出、

Gomphonema parvulu師、 Go担phon棚 apa摺 ilumvar. 門戸師、好止水位で付着性のEpith棚 ia相場daなどを

伴う@隆生珪灘は、隆生珪藻A群のH捌臨時iaamphio;宅ysなどが進出する。

(2)花粉分析

結果を、表2、臨8に示す。花粉化石の産出状若草は、地点及び層位により異なる。また、 i地点、 2地点、

4地点の試料からは、極端に保存状態の惑いモミ属、ツガ属、トウヒ属、マツ属が検出されたo ，これらの

花粉は、明らかに古い時代の三次堆積花粉と想定されるため、結巣から除外している。

1) 1地点

試料番号2からは花粉化石が豊富に燕出したが、試料番号4・5・7は声菱自が少ない。試料番号2は花

粉化石の保存状重量がやや悪く、シダ事長胞子が優占守る。木本花粉ではツガ属、マツ属、スギ属、ハンノキ属、

プナ属等が産出し、サワグルミ属‘クルミ属等を伴う"!革本花粉ではイネ科が最も多く、次いでカヤツワ

グサ科が多く産出するa この他、サナエタデ節 ウナギツカミ節、ヨモギ属、キタ亜科を伴い、水湿地生

植物のガマ属、オモダカ属、ホシクサ属、ミズアオイj高等も検出吉れるe イネ科花粉中には栽培畿のイネ

属も比較的多く含まれ、イネ科全体におけるイネ腿花粉の占める割合は、約36.0%である。なお、試料番

号5・7からは第三紀消滅種のフウ属が検出される.試料番号4 嗣 5 陶 7は、サワグルミ属、ハンノキ属、

ブナ属等の木本花粉、イネ科、カヤツリグサ科、アカザ科等の革本花粉が認められる程度である号

2) 2地点

試料番号2は、イ色粉化石が産出するが、かろうじて定量解析ができる程度であり、保存状態も惑い。花

粉群集組成は木本花粉が多産し、ツガ属、マツ属、ハンノキ属、ブナ属が多く、モミ属、トウヒ属、コナ

ラ亜属、ニレ属 ケヤキ属等を伴う。革本経粉は少ないながらも、イネ科、カヤツリグサ科、サナエタデ

節 ウナギツカミ節、ヨモギj諮等が検出される@

3) 3地点

3地点は、他地点と比較すると花粉化石の保存状態が良く、湾出状祝も良好である。木本花粉は、マツ属、

スギ属、ハンノキ属、プナ属が多く、サワグルミ属、クルミ属、コナラ主主属などを伴う@なお、試料番号5では、

プナ属の割合が低い。また、試料番号3では、第三紀消滅種のフウ属が認められた@草本花粉は、イネ科、

カヤツリグサ科が多く、サナエタデ節 ウナギツカミ節、アカザ科、ヨモギ属等を伴う 6 水湿地生植物では、

ガマ属、サジオモダカ属、オモダカ属、ミズアオイ属、サンショウモなどの務粉・シダ類胞子が検出され、

特に試料番母4に多いa イネ科花粉if'におけるイネ麗花粉の占める割合は、試科書幸博3が約20.0%、試料

番号4が約25.0'語、試料番号5が約22.0%である.その他の栽培穫では、試料番号3からキュウワ属が確

認された。

4) 4地点

4試料(鼠料喜番号1・2・5・7)は、いずれも花粉化石の産出状況が悪い。検出された種類は、木本花粉

ではツガ属、マツ属~プナ属、コナラ亜属、ニレ属 ケヤキ属などが、革本裁紛ではイネ科、カヤツリグサ科、
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生種目立第三紀絶滅種も少量含まれる。

以とのことから‘検出された群集は、二次化石と考えられる海水生の種群を含む混合群集であるといえる。

これらの群集の構成と産状{産出事が低いこと}を考威すると、低土患部等にみられる好気的な環境下にあ号、

しばしば前川の氾濫があった環境が推定される。本遺跡の立地を考慮すると、第三紀絶滅畿を含む海水生

種は丘綾を構成する第ニ系j留に由来し、信濃)11によって首IJ測され三次堆積したものと考えられる。

ム方、平安時代の遺物包含腐とされるE層と遺構覆士試料は、珪藻化石の産状が悪かったため、詳細な

堆積環境の検討には至ちない。第三紀絶滅種を含む海水牛種、流水f皆様種を合む流水性穏や疏水不定性種、

止水性事重などの水生王監灘、とれらとは生息環境を異にする陸生瑳諜など、様々な環境に生息する多くの種

類が少量ずつ混在することから、臨層及び土坑覆土においても混合君事集の特徴を示していると考えられ、

河川の氾滋堆積物を母材としている可能性が高い。

(2)古植生

二主坑著壁土、 m)普及びW簡を対象とした花粉分析の結巣、 3地点のm)嘗試料を中心に花粉化石が多く産山

する試料が確認された。直属試料(l地点;試料番号2、3地点;試料番号3・4)の花絵群集は、革本花紛の

出現率が高〈、イネ科が多摩し、カヤツリグサ科、サナエタデ節ーウナギツカミ節、アカザ、ヨモギ属、

オナモミ属等が認められた@とれらは人里植物を含む分類群であるととからも調査地周辺にはとれらの革

本群落が分布したと考えられる@また、ガマ属、サジオモダカ属、オモダカ属、ホシクサ属、ミズアオイ属、

サンショウモ等の水湿地生植物に出来する殺粉も検出されることから、水湿地の存校も窺えるe

なお、多産したイネ科花粉には、栽培績のイネj露花粉が含まれ、イネj麗の占める割合は約20-総%であっ

た。中村 (1980b)によれば、現在の水田における調査事例から、イネ婦の割合が30%以上を示すと、現在

のような集約的稲作が近傍で行われていたとされている。また、上記した;J<湿地生革本やシダ類l立、水回

雑草としても一般的な種類である。以上の状祝から、 E層段階には、本遺跡付近で稲作が行われていたこ

とが推定される。さらに、盟層上部 (3地点;試料番培3)からは、栽培種であるキュウリ濡も検出吉れており、

周辺での栽培が推定される@

一方、木本様紛では、マツ属、スギ属、ハンノキ属、ブナ属が多く産出し、サワグルミ属、クルミ属、

コナラ亜属などが検出された。冷温帯性落葉広葉樹の構成種'T!あるブナ属やコナラ麗属は、周辺の山地や

丘陵の森林植生を反映すると考えられるα スギ膳は、谷筋やjI!r積地1:分布した可能性があるa ハンノキ腐

は湿地林を構成する種類を含むことから、信濃)11をはじめとする河川沿いや低地などに林分を形成してい

たとみちれ、サワグルミ属、クルミ属、ニ]/属ーケヤキ属、トチノキ属などもヰ。育したと考えられる。また、

m層試料 (3地点，鉱料番母3. 4)では、林縁などに生育する分類群が多〈認められた。 Zれらは、付近に

分布した林分の周辺や後替の山地・丘畿に生育した可能性がある。なお、遺構覆土試料は、花粉化石の輩

出や保存が緩かったものの、解析に有効な数最が得られた。花粉化石群集は、多く産出する分類若手がと述

したI宜層試料と概ね類似することから、同様の植生を反映していると考えられる。

W層試料では、 3地点{試料番号引において花粉化石が多く産出した。 E層試料と比較すると、木本花

粉群集は概ね類似するが、ハン/キ痛の出現率が高く、プナ腿が低率であるという特徴を示す.ハンノキ

属が高率であるという蕨状から、周辺にはハン/キ属などの緑地林が分布していたと考えられる。一方、

上述した盟層では、草木花粉が優占することとハンノキ属がやや減少する状況から、草本類が生育する開

けた空間が拡大した可能性がある。また、付近に分布した河畔林が減少したととにより、後替の山地・丘

陵及びj再辺の植生をより反映しやすくなったことが想定される。
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第1な章まとめ

今回の調査によって、亦生時代後期及び忠世紀後半から10世紀初頭の遺構・濃物が出土した。

弥生時代に位霞づけられる遺構は性格不明遺構 1基のみである。遺物出土量は多くはないが、弥生時代

後期の土器や磨製石斧、管玉が出土しており、土器は器形の復元可能な資料が出土した島信濃)11右岸にお

いては、弥生時代後期の環濠集落や墳丘墓などが東1ft丘陵穏部に複数穣認されているが、沖積地における

当該識の様格は明らかではない，今回の調膏結果は、当時の1中積地にも集繋が営まれていたことを示すも

のと言えよう@

骨世紀後半からIOt世紀初頭の遺構は、土坑、滞状遺構、栓根を残すピットなどが出土したe 検出した柱

穴抑jは掘立住建物の復元には室らなかった。 2区において確認した平行する複数の主導状遺構については畠

の畝立て跡の可能性がある。 3区・ 4区は遺構が集中して存在するが、遺跡の性格を検討するととは難し

い@東西方向に定る流路跡と考えられる遺構が複数あり、須恵器、土師器、木製品がややまとまって出土

している。出土遺物は、須恵器・土師器が主体であ号、木柱や木製品、磁石などがある.須恵器・十“師器

では墨書・漆書土穏や転用硯が複数確認されている。事j読で者ないものも多いが、「東人女Jや「七J，r司王j、

rXJなどの文字や記号が記吉れる。

本遺跡周辺は猿橋JIIなどの中小河川が合流する地点であり、かつては八丁衿と呼ばれる低湿地があった

地域の南端である陸4>:潰範幸の近襲撃には官世紀後半から10世紀初頭の遺物を出土した披間違聖跡、暴番・漆替

土器を含む 9世紀後半の須j嵐捧・土師様、古代銭貨や帯金具を出土した盲因遺跡がある@一方、対岸であ

る北側には、 9t世紀後半の多量の掻蕃・漆蕃土器、木筒、多量の大喪などを出土した見附市上回遺跡が所

在し、内水面及び河川を利用した物資の集積場と考えられている{見附市教委2005)。五百声j遺跡が、上回

遺跡のような内水爾利用の拠点であったのかは不明であるが、八丁f中毒を挟む南端と北端において、ほぽ同

時期に、墨書・漆番土器を用いる人びとが存在したととが明らかになった@とれまでは、市内の信機JII右

岸において、奈良・平安時代の遺跡は主に東山丘陵鰐部で確認されてきた。本遺跡を始めとする搾穣地に

所在した集落と、丘陵裾惑に展興した集落とがどのような関係にあったのかなど、検討が必裂となろう@

今後の資料の増加を持ちたい。
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出土位2櫨
報知j

SD4O フタ土 鋭第器

"" フク盟ヰ 提言寄楊

S115 フクヱ乞 後電窓鱒

SXl5 フク土 須鯵暢

S115 フクヰ 線恵着静

"'15 フクこた

一一須語須塁須夏鯵整恵舞豊場器雇暢一一

SXl5 フクヰ

S115 フクヱ乞 後電窓鱒

Sxt5 フク二主 須必暢

S115 ヲタニ乞 土師鱒

1'1115 フタユニ 土隊機

SX1~ ツク土色 土簡明縛

理 復宅家総

盟 須影暢

斑 須恵揚

理 土師器

理 土断腸

落潮
続量(，覇。

噛残口存/径納事 噛残議脊/着a信2aR ぅ

理鍵

費 lUI " 
郎議 13. -1 3.' " 

|有閑 12.3 .. ， 4.4 " " 
|附郊 12.6 自1.0 3.8 a '" 
|有脚 HJ.4 " 1.D " 2fl 

曙 (23.6) 4 

穆甑 11.6 10 

嫌 7.6 " 
坪 12.8 .. ， 2.0 7 13 

小型 14.4 自

a縄 ($3.6) 8 

事艶 23.5 7 

|軸綜 12.4 '.1 3. • " " 
|輸部 7. ， 8 

事襲 5. ， " 
略 15.8 10. [1 ， ， B " 

取混入物凡例宥石弘長 i老手骨機綿脅針書露露払自白色能 続 鳳色敏子#訴事包伝子、砂砂位

銭感 験士 摺人物 。供手/覇内〉
劇肇

J回方転向 傍考

良 やや組 白、綿 民/ 滅 平行タタキ ハアγヶ

やや良 やや粗 疑問集 灰/ 灰 "キ回 ハヶ
昼高降富堅瞬冨金、旦す理責司

良 やや組 E為自然 灰/ 灰 ロクロヲヂ ロクロヲヂ

..-守'1長 やや緒 自 民/挺 ロタロナーデ ロクロナデ 左
明回回口候転恥醜務ヘヘ持フ論ラ切鍾き切そ漉E旦ちJ あ開り墾

やや不定 程 多弘肉，. 灰/ 灰 UクUナデ UクUナデ '" 
良 やや級 袋、自‘議 時灰/灰 ロクロナヂ 口クロナヂ 右

LLEE 伺嗣 旅ヘあラ切り。

良 やや密 砂 反自/提出 体カキ回 体ロ : 方ヨコキ押臼

やや不裟 やや寄 E為自然 灰/ 灰 体口 平口符クタロタアデキ |内頚鵬訴もみ濫癒あり

やや不義 やや繕 蕊且累 民褐現偶採i ロタロナーデ ロクロナデ 主 |底

やや長 密 砂 挺自/擢 ロ伊ロナヂ 担。ロナヂ 不明

やや不農 やや組 石君事秒
にぷい褐/

|内外摩粧

やや鳥 やや禽 ぷ砂
民1 カUキクU回ナデー+ カーーキ，回--り，、ヶ

良 相陸 銭白線 灰/灰白 ロタロヲヂ 30コハMケn 

良 やや繕 民自

民 '"'

ロクロナーデ ロクロナデ ム守布署

日~鹿機内事1守F謡闘回回雪番転い転昼換ヘf型フ口ラ切障U切切害り毛U旦ち j明智壁
良 やや密 出掛 既/ 灰 UクUナデ UクUナデ 不明

やや不主主 やや窃 右‘管‘砂 にぷ.'唆同居
ロクロナヂ 口クロナヂ 右

やや良 やや槍 長私依砂 明明者赤?局褐/ ロ伊ロナデ ロヲロナデ 友 i 外盛…内 織岡日縁付転ヘ鶴事手自岳



(2)石製品寄金属製品

図版 遺物
Iil土位置 議量 (cm) 議最大値

No 問。
種別 石材・材質 重量 (g) 備考

グリッド 遺構名 周位 長さ 理量 障さ

18 85 70 百 磨製石斧 斑れい岩か 6.7 3.8 2.0 明広告

18 86 19 5XOI 7!ヲ土 管五 緑色凝灰岩 1.6 
経 孔径

1.1 両夜穿孔
0.8 0.2 

18 87 202 3K22 フタ土 剥片 緑色凝灰岩 4.4 2.7 1.2 13.2 

18 88 341 3K54 フタ土 砥石 流紋岩 5.事 3.1 3.3 8.7 磁面5

18 89 424 3XI3 フタ士 硯 頁岩 2.2 2. 5 0.4 2.0 磁蕗3

18 時5 211 暗策 弾丸 鉛 1軍.基2 8.3 幕末

(3)木製品

図絞 濯物
出土位世 法量 (c廻) 滋最大値

No. 国o.
種別 木耳主 備J幸

グリッド 遺構名 層位 設さ 輯 淳書

18 事1 143 亜 下駄 17古 9.畠 5.0 柾目

18 92 332 5XO自 フク土 組 I自富 13. 6 1.2 校目 左半部事守損

18 93 41自 5XI5 7ク土 曲物感緩 17.2 7.0 日5 経日 左折損

18 94 415 SXI5 79よ 掛物底叡 18.6 5.3 0.6 経闘 左右折損

18 95 41自 SXI5 フク上 棒状木製品 26.2 1.8 1.6 下部折鍋

18 駐車 147 亜』 木製品 21. 7 1.4 1.3 板目 断面八角形

18 97 343 SX03 フタ土 板材 27.2 2.4 0.6 板目 上部新議

18 98 424 SXI3 フタ土 蓋 7. 0 6.9 1.2 校目

18 99 78 SK31 7タ土 木製品 10.6 4.5 2.1 樫日 上部新摂

18 100 415 SXI5 フク土 水製品 1暗喜 4.2 2.9 被闘

18 101 425 5X13 フク土 木製品 20.2 1.5 1.1 経目

l自 102 145 lIlb 木製品 51.5 11. 6 1.6 f1E目

19 103 145 耳 b 板材 33.3 10.2 1.5 経目 上下新損

19 1日4 352 PI6 アタ士 木柱 86.4 20. 1 2日I 芯持丸太 上部騨媛、はつり痕晶り

19 105 2日5 P03 フタ土 木柱 67.4 22.2 22昔 みかん帯j 上部腐援、はつり痕品。

19 10暗 136 SD22 フタ土 本柱 4暗唱 21.3 l自由 ，Z;持丸太 t部腐損、はつ堕痕品。

l自 107 425 SXl3 フク土 ア仁枝 26品 22.0 l自4 半i!ill 上部腐擦

19 108 340 P15 フクご七 フ仁枝 50.3 19.6 17事 みかん審j 上部腐援、はつり議あり

19 10自
202 

POl フク土 木柱 67.8 24. 7 23. 0 芯持丸太 上部勝説、はつり痕あり
203 

19 110 411 P27 79土 木桂 車7.3 28.6 27. 6 みかん割 上部腐績、はつり痕あり

19 111 352 PI7 7ク土 木柱 59.8 22. 0 24.4 芯持丸太 上部腐摂、はつり複あり

19 112 415 5Xl5 フク士 建築部材 85.1 13. 1 4. 9 夜目 上下新議

19 113 76 P05 フク土 木柱 5自4 9.8 9.5 '"持丸太 上部腐領、はつり痕あり

19 114 416 8X15 79よ 杭 28.告 6.8 乱4 芯持丸太 上部焦げあ哲

-24-



図版 1遺構分割固(1 ) 
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遺構分割図 (2)
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遺構分割園 (4)図版4
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図版5遺構分割固 (5)
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遺構分割図(昏)図版E
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図版7遺構個別固(1 ) 

④ SXOl 

B 

SXOl 

1 暗灰色粘土+砂周水路堆積土

2 暗灰色粘土用水路堆積士

3灰褐色粘土包含届

4 暗灰縄色粘土包含層

5 暗灰褐色粘土遺構覆土 tT1c也前後の炭化物をやや多く含む

白灰褐色~暗灰褐色粘土

7 灰褐色粘土 φ1cm前後の炭化物を含む

8 暗灰褐色粘土+灰褐色粘土 φE岨前後の炭化物を含む

9 灰褐色粘土+暗灰褐色粘土 φ1皿前後の炭化物を少量含む

10暗灰褐色粘土+灰褐色粘土 φE岨前後の炭化物をやや多〈含む

A 

④ SXOl周辺遺物微細園

G決込
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も ，1)""'""""，

、句、¥
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子型旦(は0)

106__ ~ 

~.\D) 旦

SK41 ③ 
~.@ . _!_ 

⑨ 
五 cg-:-_._

A 自

・ 16.6""

サ場協
P06 

1暗褐色粘土+灰褐色粘土炭化物

2暗褐色粘土+灰褐色粘土炭化物

1より灰褐色粘土多

3暗褐色粘士+灰褐色粘士

4灰褐色粘土+暗褐色粘土

5 灰褐色粘土+褐色粘土

6 灰褐色~育灰色シルト

物
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A
一
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制

哨

献

明

森喜安
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~ (1:40) 

SK32 

1 暗褐色粘土炭化物

2暗褐色粘士灰色粘士を舎をP

S暗褐色粘土+灰褐色粘土

⑧ 

A 1¥ /l H B 

やづ〆 SK03 

SK04 

一一 ・-、 1..6Om

~ 
炭企物

S(03 

1灰褐色粘士骨5皿前後の炭化物を含む

SI04 

2 褐色~灰褐色粘土 φ5皿前後の炭化物を含む

3 褐色粘土 #極細前後の炭化物を台む

4 明育灰色粘土+褐色粘土

SK03・SK04



図版8

S004・SK31

A 
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2 1 F 

遺構個別園 (2)

SK40・S020 @ 

SJ)()( 5131 

1暗褐色粘士+灰褐色粘土 3暗褐色粘士

Z 暗褐色粘土+灰褐色粘土 1より暗い 4 暗褐色粘土+灰褐色粘土

E灰褐色粘土

E 灰色粘土

/:=;引い拘両手荷~

SK31 

1 晴褐色粘土+灰褐色粘土炭化物

2 褐色粘土+暗褐色粘土炭化物

2暗縄色粘土+貧褐色粘土炭佑物多い

4 褐色粘土+灰褐色粘土

5暗褐色粘土+灰褐色粘土 1より灰褐色粘土多い炭化物

自粛褐色粘土+褐色粘土炭化物

7灰褐色粘土+晴褐色粘土炭化物

B 灰褐色粘土+褐色粘土

9 灰褐色~黄禍色粘土

10灰禍色~貧褐色粘土

11灰褐色粘土+黄褐色粘土炭化物

S009・S010・S011・S012・SK37・SK38

会男ナ
5D12 AB 

1時褐色粘土+灰褐色粘土

Z褐色~灰褐色粘土

3 灰褐色~黄禍色粘土

一法評価
釦 12∞
1暗褐色粘土+灰褐色粘土

2 褐色~灰褐色粘土

3灰褐色~黄禍恒粘土

4灰褐色~貧褐色粘土 3より明

5 晴灰色粘土

5020 

~. J[ ¥1 SK38~JI ~.~ A 
¥J日B A 

B ((¥¥ 。
SD09 I! 11 SK37 1I S010 

.A.. I1 11 . JL 
" D ¥¥ ¥ ¥ 。-一

明 均防考ゑ
SK40 

1暗褐色粘土+灰褐色粘土炭化物

2 暗褐色粘土

3灰褐色粘士

4暗褐色粘土

5 灰褐色粘土 3より暗鋭化物少量

A B 
15._ 

レ努努豪雪_2

1 時褐色粘土+灰褐色粘土

2灰褐色粘土

3灰褐色粘土 2より暗

A B 

4 23 15. _  

m持努%.
E閃9

1 時褐色粘土+灰褐色粘土炭化物

2 灰褐色粘土+暗褐色粘土

3灰褐色粘土+時褐色粘土

2より灰褐色粘土多い

4 3と同様
A _ B 

! 15.50，. 

後湯務

1 暗褐色粘土+黄禍色粘土鋭化物少量

2 灰褐色~黄褐色粘土+暗褐色粘土

3灰褐色~黄禍色粘土

A B 

L秀ゑ?
5Dl0 AB 

1時褐色粘土+灰褐色粘土鋭化物少量

2黄褐色~灰褐色粘土

3褐色粘土+貧褐色粘土

4 黄褐色~灰褐色粘土

1 2 15.5(D 

Z広場仰
8Dl0 CD 

l時褐色粘士+灰褐色粘士炭化物少量

Z 灰褐色粘土+褐色粘土

3脊灰~灰褐色粘土~シルト

オ~
SD11 AB 

1 暗褐色粘土+灰褐色粘土

2灰褐色粘土

ぷ彩
1 晴掲色J粘土+灰褐色粘士

Z 灰褐色粘土+暗褐色粘土

3灰褐色粘土

ムω) ~ 



遺構個別固 (3)

S022・S023・SK47

8022 
内
川
佐

B
A 

SK47Gl. 

弱fh
SK47 

1暗灰褐色粘土

2暗灰褐色粘土+灰褐色粘土

3育灰~灰褐色粘土

③ 
_A_.@.JL 
A 日

15.<10・

務嘉彦ゑ
SI19 

1暗褐色粘土少量の炭化物を含む

2灰褐色粘土+暗褐色粘土

3灰褐色粘士少量の炭化物を含む

4灰褐色粘土炭化物を含む

8001・8X02
A 

⑧ 

図版9

z誘拐15胸 三場霧?
g盟2AB

1暗灰褐色粘土炭化物少量

2暗灰褐色粘土+灰褐色粘土

SD23 AB 

1 暗灰褐色粘土+灰褐色粘土炭化物

2暗灰褐色粘士+灰褐色粘士 1より明炭化物

S灰褐色粘土+暗灰褐色粘土炭化物少量
8023 

D 

ω23ω 

1 晴氏褐色粘土+灰褐色粘土炭化物少量

Z 暗灰褐色粘土+灰褐色粘土 1より明

3灰褐色粘土+暗褐色粘土

2秀霧s

制 Zω

1 暗褐色粘土+灰褐色シルト

2 暗灰色粘土+褐色粘土

3灰褐色粘土+黄禍色シルト

4 褐色粘土+育灰色粘土

S暗褐色粘土

⑧ 
d場タ15岨

A 2暗灰色シルト

3 暗灰色粘土少量の炭化物を含む

4 暗灰色シルト

S昭2 5暗灰色シルト 4より明

努霧妥努 l鳳褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

2灰褐色粘士+黒褐色粘士炭化物を含む

3時育灰色シtYト

4 育灰色シルト+黒灰色シルト育灰色シルト粒を含む

5 育灰色シルト+黒灰色シルト背灰色シノレド粒を多〈舎む

8青灰色シルト少量の鼎灰色シルトを含む

④ 
自

A 

SD01 

¥ 
/ 

¥ 
¥ 
¥ 
¥ 、、

8X02 

圏、ノ
範申集物炭

土・初場w九

，ー--- 5D01 

1 褐色粘土居育灰色粘土少量含む

自 C SX02 A 
~ ¥ 平日-. '15.900 

-くD-一一(ぐζ=ヰ乙一旦ヰニL すーっこ三三与〉プf吐向下 山 品 一一 一一 「てー---1
mb ---..唱=士一J「 J Tτ=←ー------瓦一 jmb¥.l ~減~ヱェ云云二ことζ二L

'l77Tm/77//7///))////~域防材伽初ルゆ仰 …同初防神話再版

sω1 5X02 

1褐色粘土居骨灰色粘土少量含む 2 褐色粘土居鋭化物少量含む

3 灰褐色粘土層 炭化物多量に含む平安の遺物出土

4褐色粘土居育灰色粘土少量含む腐植物含む炭化物微量含む
=当:100) ~ 



図版10

問1・問2・問3 ④ 

問3
4ー__ s 

I • 

h ・「そごプ ，_.1 ¥ 
_ -¥て / _j 

、 '.・-・.~・ーー

P02 

主，

Gミぅ

問1

A 鍾〉 B 

A 

P03 

1暗褐色粘土灰褐色粘土を含む炭化物を含む

2 晴褐色粘土灰褐色粘土を含む

3 暗褐色粘土灰褐色粘土を多く含む

4 暗褐色粘土 炭化物を少量含む

5暗褐色粘土炭化物を含む

E 灰褐色粘土 炭化物を含む

7暗褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

8灰褐色粘土+時縄色粘土

9 崎灰鍋色粘土炭化物を少量含む

POl 

1暗灰褐色粘土+少量の灰褐色シルト

2暗灰悔色粘土

3 灰褐色シノレト+暗灰縄色粘土

4暗灰縄色粘土炭化物を含む

5灰褐色シルト少量の炭化物を含む

6 暗灰褐色粘土

町内 “iiI() ...!!ー・ ? 

~. ((¥ '" ¥ • _]_悶物務
1 暗褐色粘土+灰鋤色粘土炭化物

2 灰褐色粘土+褐色粘土

3暗縄色粘土+灰褐色粘土 1より灰褐色粘土多

4 暗縄色粘士炭化物

5灰褐色粘土炭化物少量

遺構個別園 (4)

A 

P02 

1時褐色粘土灰褐色粘土継を含む

B .-111.以h

2時褐色粘土灰褐色粘土継を多〈含む

3時褐色粘土やや時

4 時灰褐色粘土 灰褐色土粧を含む 炭化物を含む

5 時褐色粘土炭化物を少量含む

白梅色~灰褐色粘土

7暗褐色粘土+灰禍色粘土

8時灰褐色粘土灰縄色粘土を含む

自灰褐色粘土

10時灰褐色粘土灰褐色土績を含む炭化物を含む

11時灰褐色粘土灰縄色土を少量含む

12黄禍~灰褐色粘土 灰色粘土粧を含む

SK51 

⑧ 

B 

~. H 代行・47h

激務j
SI51 

1 暗灰褐色粘土+灰褐色粘土

2暗灰褐色粘土+灰褐色粘土 1より灰縄色粘土少ない

3 縄色粘土+灰縄色粘土 炭化物少量

4禍s粘土+灰禍色粘土 3より灰褐色粘土少ない

炭化物少量

5 灰褐色粘土+褐色粘土

6暗灰褐色粘土+灰褐色粘土炭化物

7褐色粘土

8 暗褐色粘土

9灰褐色粘土

10暗褐色粘土

11褐色粘土

12惨禍色粘土質褐色粘土肢を含む炭化物多い

B灰縄色シルト +鍋色粘土炭化物

7 事褐色粘土+灰褐色粘土炭化物

S 灰褐色粘土+褐色粘土炭化物

SD31μ~) 

三三三三ミご
5031 

土務協・九釦27

A B 

SD27 

づジ丸、』二討が←2

後ふ彩

1 暗褐色粘土+灰褐色粘土炭化物少量

E 暗褐色粘土+灰備色粘土 1より灰褐色粘土多

3灰褐色シルト
。

S閃 1

1時灰色粘土+灰褐色粘土炭化物

2暗灰色粘土+灰褐色粘土

1より灰褐色粘土多炭化物

S灰褐色シルト +褐色シルト

(I:~O) 2111 



適備個別圃 (5)

SK54・P14

マ

確 5.7恒

Pl~ 

1暗褐色粘土炭化物

2暗灰褐色粘土+灰褐色粘土

3灰褐色シルト+褐色シルト

4 灰褐色シルト炭化絢少量

...;¥ 

5・e灰僧色シルト炭化物少量

P13 

日

P13 

1灰褐色粘土+褐色粘土炭化物

④ 
B 

主 D
~ 1 ・正否』

!畿勢
S(54 CD 

1 略灰褐色粘土+灰偽色粘土炭化物多

Z時灰褐色粘土+灰鋤色粘土 lより暗炭化物少量

3灰褐色粘土

4 時灰褐色粘土黄褐色粘土殺を含む

5灰褐色粘土 3より明

。時灰褐色粘土+貨褐色~灰褐色粘土

7炭化物ー傷、褐色粘土k互層となる (4-Sd:)

8階灰褐色粘土貧縄色粘土粧を含む

9時灰褐色粘土炭化物少量

10時褐色粘土+貨縄色粘土

11黄褐色粘土+縄色粘土

12時褐色~鳥褐色粘土+黄褐色粘土炭化物少量

13時灰縄色粘土炭化物

14時灰褐色粘土灰縄色粘土を少量含む

P16 

2灰梅色粘土+暗灰褐色粘土炭化物少量

3灰褐色粘土+暗灰褐色粘土 P16 

4 褐色粘土+灰褐色粘土鋭化物少量

5灰褐色粘土+貧褐色粘土

1褐色粘土黄縄色粘土を含む

Z 鍋色粘土+貧褐色粘士炭化物少量

3褐色粘土+黄褐色粘土

A 

5154 AB 

1時灰褐色粘土

2灰褐色粘土暗灰梅色粘土を少量含む

2時灰褐色粘土+灰褐色粘土

4 時灰褐色粘土炭化物少量

5灰褐色~黄禍色粘土褐色土を少会合む

6 褐色粘土+灰褐色結土鋭化物

7縄色粘土+灰褐色粘土 Bより灰褐色粘土多

8 e買縄色~貧縄色粘土褐色粘土を少量含む炭化物

9縄色粘土+灰縄色粘土

10褐色粘土+灰禍色粘土 9より時

11灰褐色粘土+貨褐色粘土

12灰褐色粘土少量の賞褐色粘土

13灰褐色~貨褐色粘土偽色粘土を少量含む炭化物

14暗灰褐色粘土少量の馬術色粘土を含む

16貧褐色粘土+褐色粘土

16暗灰褐色粘土黄縄色粘土粧を少量含む炭化物多

17暗灰褐色給土+黄梅色絵土炭化物多

l自暗灰褐色粘土炭化物少量

19暗灰褐色粘土+黄縄色粘土俵化物

20 lIf灰働色粘土灰褐色~背灰色粘土粧を含む炭化物

21晴氏褐色粘土+灰褐色粘土

22暗灰褐色粘土+褐色粘土

釦44・泊45・SK71

SD45 

図版11

B 
15._ 

③ 

1褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

Z灰褐色粘土+褐色粘土

SD<< 

3褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を多〈含む

4 灰褐色粘土+褐色粘土炭化物を含む

SK71 

セクションラインから外れたところに木柱

8灰褐色粘土+褐色粘土 (7町中の大きな塊)

7 A-黒褐色給土灰褐色~貧鴇色土緯を含む炭化物

4褐色粘土+黄褐色粘土 2より暗炭化物少量

5 貨褐色粘土

6灰褐色粘土+褐色粘土炭化物音含む

8褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

7 褐色粘土炭化物を含む

(1:40) 
雪

8褐色粘土+黄禍色粘土炭化物

7褐色粘土

8貧褐色粘土+褐色粘土炭化物

日貸借色粘土

10褐色粘土+貨褐色粘土炭化物

8灰色粘土炭化物を含む

9褐灰色粘土炭化物を含む

10黒色土鋭化績を多〈含む

11背灰色粘土炭化物を少量含む

12育灰色粘土+褐色粘土



図版12 遺構個別園 (6)

89( ⑧ 

土蛇ノ i

i 砺場参考九
SK89 

1 褐色粘土+灰色粘土炭化物を少量含む

2暗褐色粘土 良俗物を含む

S褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

4 骨灰~灰褐色粘土+崎灰色粘土炭化物を含む

遺物微細園

11旦(1制

S035・SK62
A 

S関4・SK95 ④ SK96・SK99 @ 
A 自 A 

蜘 υ/tヒミギJ

S郎4

1縄色粘土+灰縄色粘土

2傷色粘土炭化衡を少量含む

3灰補色粘土+禍色粘土

f 

4 灰褐色~背灰色粘土+褐色粘土

5195 

5縄色粘土+灰暢色粘土

~ I 6鯛 色粘土炭化腕含む

7縄色粘土+灰禍色粘土+背灰色粘土

SK96 

5K鈎

1 褐色粘土+灰補色粘土炭化物を含む

2 灰褐色粘土+褐色粘土

3褐色粘土炭化物を少量含む

4 褐色粘土+灰褐色粘土炭化怖を含む

認 96

5灰褐色粘土+褐色粘土鋭化物を含む

6暗褐色粘土炭化物を多〈含む

7 灰褐色粘土+褐色粘土炭化物を含む

8褐色粘土+灰褐色粘土

9灰褐色粘土

10灰褐色粘土 炭化物を少量含む

④ 
B 

SK72 • P20 ⑫ 

1dG参旦
遺物微細園

P20 

為ム蕩髪j
Lコ

型皇(1:瑚
SK12 

1灰褐色粘土+褐色粘土炭化物を少量含む

P20 

⑨ 

土!?ノ 1!?!1JL-九

蕩蕩易易易揚揚揚初物d

2暗褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

S暗褐色粘土炭化物を少量含む

4 暗褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

5灰褐色粘土+暗褐色粘土

6褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

7 灰褐色粘土+褐色粘土炭化怖を含む

8・4暗色結土炭化物を含む

SD3Ii 

1灰色粘土+貧褐色粘土

Z暗縄色粘土+貧禍色粘土炭化怖を含む

3 f昔灰色粘土+貸借色粘土鋭化物を少量含む

4 晴灰褐色粘土炭化物を含む

5褐色粘土+灰褐色粘土

8灰禍色粘土+褐色粘土

5162 

7暗禍色粘土+貨禍色粘土

自費褐色粘土+褐色粘土

E 暗鋤色粘土

10暗褐色粘土 炭化物を含む

9灰褐色粘土炭化物を少量含む

10褐色粘土+灰縄色粘土炭化物を含む

⑧ 
1 色旦

=町} ~ 

P26 

側 協
木柱

1 暗灰色粘土+脊灰色粘土

Z 褐色粘土+背灰色粘土

3暗灰色粘土

4 暗灰色粘土背灰色粘土を含む

島 崎灰色粘土 脅灰色粘土継、炭化物を含む

B 

r 



遺構個別固(7)

SK74・SK103・SX09・SX10

SJ(10 

1 暗褐色粘土+黄禍色粘土炭化物を含む

2 黒褐色粘土+黄褐色粘土炭化物を含む

2褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

4 灰褐色粘土+褐色粘土炭化物を少量含む

5褐色粘土炭化物を含む

6灰褐色粘土+褐色粘土

7黒褐色粘土+灰褐色粘土

S 暗褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

9 暗褐色粘土+黄褐色粘土炭化物を含む

10暗褐色粘土+灰禍色粘土炭化物を含む

11暗褐色~黒褐色粘土+黄褐色粘土炭化物告含む

12黒褐色粘土+黄褐色粘土炭化物を多〈含む

13黄禍色粘土+灰褐色粘土

SX'ω 

14暗褐色粘土+黄褐色粘土炭化物を含む

16褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を少量含む

A ji r7LB 
~ト-....Lー-ど'2/.偏 I Ul且縦国

勿ぷ幼汐勿μ仲川知んご万山m

SK74 

1 炭化物+暗褐色粘土炭化物のため黒色

E褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を多く含む

SX09 

3灰褐色粘土+褐色粘土炭化物を多く含む

4灰褐色粘土+褐色粘士炭化物を含む

5灰褐色粘土+褐色粘土 4より灰褐色粘土多

6 5と同様

7 黒色土+灰褐色粘土

暗渠

@ 

SKI03 

1 黒褐色粘土炭化物を多く含む

2黒褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を多〈含む

3褐色粘士+灰褐色粘士

4 黒褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を含む

5黒褐色粘土炭化物を多く含む

図版13

6黒褐色粘土+灰褐色粘土(粒大)炭化物を多〈含む

7 黒褐色粘土+灰褐色粘土炭化物を多〈含む

8黒褐I"，粘土灰褐坐粘土(粒小)を含む

炭化物を多〈含む

9 8と同様 Sより炭化物粒大

10黒褐色粘土+灰褐色粘土(粒大)炭化物を含む

11灰褐色粘土+黒褐色粘土

12黒褐色粘土炭化物を青む

13黒褐色粘土+灰褐色粘土

14灰褐色粘士+黒褐色粘士

15灰褐色粘土+褐色粘土

16灰褐色粘土+褐色粘土

17暗褐色粘土炭化物を含む

1自黒褐色粘土+青灰色粘土

1自黒色粘士+背灰粘士士師器を含む

20褐色粘土+灰褐色粘土

21 8と同様

22晴褐色粘土炭化物を含む

E2 0) 2担



図版14 遺物実測園(1)
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図版17遺物実測図 (4)
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図版18 遺物実澱図 (5)
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遺物実測固 (6) 図版19

105 

山山山山以凪回JIIn.1卵

'07 

金 1ω 

6m初1fl11sfUI!Ilflil1m
1ω 

'13 

，，， 11 
@ 

μ一戸舎~、 の ~ 

1的

~ 
• '14 112 

"0 



国服部 調査状況写真(1 ) 

.倉地!!1fI写真 (21B'. i績から}

.査量iIImlfl写真 (3区北から}



嗣査状況耳真 (2) 図版21

a基本眉序 ， I! (26G 束から〉 基本属帰 21! (121 G 束から〉

事本周P夢 3区 (341G 酉から) 基本属序 4区 (441G 酉から)

SX01 完網状況{西から} SKD3・SK04 完損状況〈甫から}

SK32半務状況(東から) SK31・SD04完銅状況慎から〉



固版22 嗣壷抗況写真 (3)

SK37 • 5010.... 501 Z検出状況(南から〉 S昭2断割状況(甫から〉

遺物出土状況 遺物出土状況

SK19断面〈北から〉 銘22断冒〈甫から〉

S閲1・SX02検出状毘(西から} SX02遺物由主状況(西から}



嗣査状況耳真 (4) 図版23

SXD2完姻状況(置から) POl検出状況(酉から〉

PDl半認状況(置から) P01.板出土状況(百から)

PD2断割状況(西から) P03断割状況(酉から)

遺物出土状況 遺物出土状況



固版24 嗣壷抗況写真 (5)

SK51断面(甫から〉 SK53聞置(百から〉

SK54断面{南東から} SK54完銅状況(酉から)

却31断面(西から〉 組31完掴状況(北から)

P13断面【商から〉 P16断面〈西から〉



嗣査状況耳真 (6) 図版25

邸時遺物出土状況(束から〉 遺物出土状況

SK62. SD:お検出状況{商から} SK62・担35完掴状況慎から)

SK72・P20半務状況〈北西から) 51<72・P20完掴状担〈北西から}

-・R

鎌田断面〈南東から} S腕断面・完銅状況慎から〉



固版26 圃壷抗況写真 (7)

網目町面・完掴状況偉から} SK103断面偉から)

SK1伺・諸国.SX10完信状況〈束から〉 P26断割状況(商から)

表土除去作鍵 (3!K) 遺物包含眉発規作鰻 (4!K)

礎板取土げ作東 (2区J 測量作製 (2区}



遺物写真(1 ) 固版27
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図版Z 遺物写真 (2)
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固版30 遺物写真 (4)
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遺物写真 (5) 図版31
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圃版32

珪蕩化石

-
A

，
 

A
V
 

I
 

------
花粉化石

.晶晶ーーー・4歯
(1) (2ト日}

珪車化石・花街化石写真

1. u1trot曲叫恒例包岨メ岨時醐(l地点;7)

2.H"，由即柚佃ゆ駄堤W但hr.)On四w(2地点;2)
3.。咽bal.o陶酔iUtJ住田町(4地点;7)

4. C，珊副知加宮越""'¥'111'...担問園調St.var包lW(l地点;7)
5.R伽似噂場開lub胸vIIW(C.Apr姻単車酔.B.(1地点;η
6.Act品目抑加伺伊田1IaUmy{4地点;2)
7.Lvtk・I.o四岬四位utz.)D.G.油国(4地点:1)

8.品開肺珊U蜘冊以摺仰曲則自o"ul.(1地点;6)
9. C1oIIIP/ttm四幅JNI'四hIIIl(Xm:包)K.ue国118(生地点;7)
10.島町四晴間111_血盟鴨刷eisd1)D.G品白血(1地点:7)

11.助制嗣伺帥化酬R曲 (4地点;6)
12.E四tJoOIUIDI'仰血畑町w(4地点;6)
13.7恥埠叫動制醐胤k姉崎泊IJ(GrIIII..)(泊凪開(4地点:5)
14.白略取融問戸園出mvar.r槍油国B.Rei<:1m滋etI..aI!p-B.斜地点;η
16.R園田市四国崎仰白司島区。由雄eISto園田(4地点;6)

1. ，:/jf鳳(1地点;2)
2.マツ属(1地点;2)
3.スギ属(1地点;2)
4.サワグルミ腐(3抱点;幻

5.クルミ属(3地点;4)
6.ハンノキ属(1地点;2)
7.プナ鳳(1地点;2)
8. ::>ナラ属国ナヲ亜鳳{l地点川
9.イネ属(1地点;2)
10.イネ科(1地点;2)
11.カヤツPグサ科(1地点;2)
12.ミズア*"イ属(3鎗点;4)
13.サナzタデ節ーウナギツカミ衝(3地点;3)
14. キ"..~1I属(3地点;3)
16.ヨモギ属(1地点;2)
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